
 
 
	 

	 

日本人は空気を読みたい民族です。そして読むと言うことは例え大勢が間違っていても

波風立てないように空気に流されやすい民族です。これは大昔から体制と生活の中で積

み上げられてきたもの。司馬遼太郎も、丸山真男も鋭く厳しくこの点を指摘し、太平洋

戦争を引き起こし、泥沼化していった要因の最たるものとして空気感を上げています。	 

	 

彼らの言葉で語られた日本人が集団になった時の無責任さについてドヤツーでも何度も

書いてきました（私自身の自戒も込めて）。	 

責任を取らない、取らせない。	 

良い意味でも、悪い意味でも村意識。	 

	 

ここ大曲でもとてもとてもよく見られることです。	 

「いーべ、いーべ」、「どうせ変わらないから今まで通り」、「こんなもんだべ」で全てが

ダラダラを進んでいく。	 

	 

それでも、ステイクホルダーとパイが限られる小さな地域だけに、強い意志と継続があ

ればそこには例え小さくてもブレイクスルーが起こることもあるでしょう。	 

しかし、さらに大きな国政という括りでは最近、無責任さのオンパレードではないでし

ょうか。しかもそこには必ずお金（利権・経済優先）の話が絡んでいるように見えるの

です。	 

	 

何が正解で、何が国体として正しいことなのか？	 	 

それは我々凡夫にはなかなか分からない。	 

でも、無責任だなということは子どもでもハッキリと分かります。	 

これを反面教師として、私達は公にかかわるとき、責任ある決定と継続を心がけていき

たいものです。	 

悲しいではないか！	 

	 

９月２６日朝刊の天声人語と春秋を添付致します。	 
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